
今
日
で
は
、
人
工
衛
星
の
観
測
に
よ
り
宇
宙
か
ら

写
真
撮
影
し
て
、
地
球
の
半
面
さ
え
一
望
に
収
め
、

地
図
化
で
き
る
時
代
で
す
。
伊
能
図
は
、
全
国
の
測

量
距
離
が
三
九
、
〇
〇
〇
�
、
測
量
日
数
三
千
余
日

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
で
は
彼
よ
り
先
に
実
測

作
業
を
長
距
離
お
こ
な
っ
た
人
物
も
幾
人
も
い
ま
し

た
が
、
皆
、
馬
や
馬
車
を
利
用
し
て
お
り
、
徒
歩
で

こ
れ
だ
け
長
い
距
離
を
歩
き
通
し
た
人
は
い
な
い
と

の
こ
と
。
鎖
国
に
よ
る
測
量
技
術
の
遅
れ
が
あ
っ
た

に
も
拘
ら
ず
そ
の
成
果
は
地
図
学
上
か
ら
も
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
伊
能
図
の
特
色
は
、
誠
実
な
測
量
に

よ
る
正
確
さ
が
、
醸
し
出
す
美
し
さ
に
あ
り
ま
す
。

我
々
も
こ
の
域
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。
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二
月
二
十
四
日（
木
）曇
り

喫
茶
ウ
ズ
珈
か
ら
鳴
門
市
役
所
へ

県
境
の
「
喫
茶
ウ
ズ
珈
」
に
於
い

て
九
時
三
十
分
開
催
さ
れ
た
引
継
式

よ
り
、
い
よ
い
よ
徳
島
会
の
サ
ポ
ー

ト
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
本
隊
・
ス
タ
ッ
フ
約

四
〇
人
、一
般
参
加
者
は
約
七
〇
人
。

天
候
は
、
と
き
お
り
薄
日
の
さ
す

曇
り
空
で
海
岸
沿
い
の
コ
ー
ス
と
あ

っ
て
吹
く
風
は
冷
た
く
、
春
ま
だ
遠

し
と
い
う
一
日
で
し
た
。

十
五
時
四
十
分

鳴
門
市
役
所
到

着
後
、
鳴
門
市
主
催
の
歓
迎
式
が
お

こ
な
わ
れ
、亀
井
鳴
門
市
長
に
よ
る
歓

迎
の
挨
拶
、
伊
能
図
へ
の
記
念
の
署

名
な
ど
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
え
本
日
の

行
事
は
終
了
し
ま
し
た
。
（
小
原
）

二
月
二
十
五
日（
金
）晴

鳴
門
市
役
所
か
ら
徳
島
市
役
所
へ

サ
ポ
ー
ト
の
二
日
目
は
昨
日
の
夕

刻
よ
り
冷
え
込
み
が
厳
し
く
、
寒
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
昨
日
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
本
隊
・
ス
タ
ッ
フ
約
四
〇
人
、
一

般
参
加
者
は
約
七
〇
人
で
す
。

出
発
式
を
八
時
三
十
分
よ
り
行

い
、
亀
井
鳴
門
市
長
の
暖
か
い
激
励

の
言
葉
を
後
に
八
時
五
十
分
出
発
と

な
り
ま
し
た
。

十
時
松
茂
町
役
場
に
て
休
憩
の
後

昼
食
場
所
の
北
島
町
役
場
に
十
一
時

に
到
着
。
和
室
の
大
会
議
室
で
食
事

を
と
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
畳
の
上
で

足
を
伸
ば
さ
れ
十
分
く
つ
ろ
が
れ
て

い
た
様
子
で
し
た
。

十
三
時
三
十
五
分

浄
瑠
璃
で
知

ら
れ
る
阿
波
十
郎
兵
衛
屋
敷
に
十
三

時
三
十
五
分
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
地

元
民
放
ラ
ジ
オ
の
レ
ポ
ー
タ
ー
が
同

行
し
、
随
時
中
継
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。ウ

ォ
ー
ク
隊
は
、
到
着
地
の
徳
島

市
役
所
に
十
四
時
五
十
五
分
到
着
。

歓
迎
式
が
行
わ
れ
、
無
事
本
日
の
行

事
を
終
了
し
た
。
徳
島
市
役
所
か
ら

暖
か
い
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
ふ
る
ま
わ
れ

大
変
好
評
で
し
た
。

（
矢
田
）

二
月
二
十
六
日（
土
）一
時
雪
の
ち
曇
り

休
養
日

午
前
中
雪
が
降
り
始
め
、
サ
ポ
ー

ト
車
の
上
に
も
積
り
始
め
た
の
を
見

て
、
今
日
の
伊
能
図
展
の
準
備
に
支

障
が
出
な
け
れ
ば
と
案
じ
て
い
ま
し

た
が
、
午
後
に
な
っ
て
天
気
も
回
復

に
向
い
一
安
心
で
し
た
。

明
日
の
徳
島
県
大
会
を
控
え
、
本

日
午
後
三
時
か
ら
三
時
間
ほ
ど
か
か

っ
て
県
立
城
東
高
校
に
お
い
て
、
大

図
の
展
開
、
中
図
、
パ
ネ
ル
の
設
置

や
ビ
デ
オ
放
映
の
準
備
を
行
い
ま
し

た
。

（
毛
利
）

二
月
二
十
七
日（
日
）晴
の
ち
曇
り

１

徳
島
県
大
会

Ｂ
コ
ー
ス：

水
都
徳
島
川
め
ぐ
り

一
〇
�

本
日
は
徳
島
県
大
会
。
昨
日
は
寒

波
の
あ
お
り
で
徳
島
市
内
も
午
前
中

は
ボ
タ
雪
が
降
り
続
き
ま
し
た
が
、

今
日
は
強
い
西
風
が
吹
き
付
け
る
も

の
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
ま
ず
ま
ず

の
天
候
。

午
前
九
時
に
徳
島
城
鷲
の
門
広
場

に
集
合
し
開
会
式
。
圓
藤
徳
島
県
知

事
の
挨
拶
の
後
、
伊
能
ウ
ォ
ー
ク
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
い
る
「
Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｒ
Ａ
」
と
い
う
女
性
歌
手
が
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
を
披
露
。
さ
す
が
！
プ
ロ

の
歌
手
は
上
手
い
！
思
わ
ず
聞
き
惚

れ
て
し
ま
う
。

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
後
Ａ
コ
ー
ス

（
阿
波
藩
ゆ
か
り
の
史
跡
め
ぐ
り
・

約
一
〇
�
）
と
Ｂ
コ
ー
ス
（
水
都
・

徳
島
川
め
ぐ
り
・
一
〇
�
）
に
別
れ

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
始
。
Ａ
コ
ー

ス
に
は
約
二
五
〇
人
、
Ｂ
コ
ー
ス
に

は
約
一
五
〇
人
程
が
参
加
。

Ａ
コ
ー
ス
は
九
時
半
、
鷲
の
門
広

場
か
ら
、
旗
手
に
続
い
て
圓
藤
徳
島

県
知
事
と
歌
手
の
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
さ
ん

を
先
頭
に
、
二
列
縦
隊
で
出
発
し

た
。
ま
ず
立
体
交
差
上
の
南
側
歩
道

橋
を
渡
り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
を
迂
回

し
て
、
Ｊ
Ｒ
の
跨
線
橋
を
渡
り
、
市

役
所
前
へ
と
進
み
、
市
役
所
の
南
を

廻
り
幸
町
公
園
ま
で
約
一
・
一
�
。

こ
こ
で
圓
藤
徳
島
県
知
事
は
、
公
務

の
為
リ
タ
イ
ヤ
さ
れ
ま
し
た
。

両
国
橋
北
詰
を
横
断
し
新
町
側
水

際
公
園
を
西
へ
進
み
、
新
町
橋
と
両

国
橋
の
中
間
に
か
か
る
、
歩
行
者
専

用
の
ふ
れ
あ
い
橋
を
南
へ
渡
っ
た
と

こ
ろ
で
、
後
続
の
人
が
追
い
つ
く
の

を
少
し
待
ち
ま
し
た
。
八
月
の
お
盆

期
間
中
は
、
阿
波
踊
り
の
踊
り
子
と

観
光
客
で
ご
っ
た
が
え
し
て
い
る
場

所
で
す
が
、
今
は
二
月
、
通
る
人
も

ま
ば
ら
で
、
さ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
ク
隊

の
専
用
道
の
様
で
し
た
。
南
岸
は
歩

行
者
専
用
道
路
で
板
貼
り
と
な
っ
て

お
り
新
町
川
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ボ
ー
ド
ウ

ォ
ー
ク
と
、
隣
接
す
る
建
築
物
の
外

観
、
北
岸
の
水
際
公
園
は
、
官
民
一

体
で
景
観
に
配
慮
し
、
水
の
都
徳
島

を
象
徴
す
る
美
し
い
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
次
に
寄
っ
た
の
が
万
福

寺
。
浄
瑠
璃
で
有
名
な
お
七
地
蔵
に

参
加
者
た
ち
は
手
を
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。

し
ば
ら
く
歩
い
て
十
一
時
に
興
源

寺
の
蜂
須
賀
墓
所
で
の
休
憩
。

十
一
時
二
十
分
に
出
発
し
徳
島
大

学
総
合
科
学
部
横
を
通
り
過
ぎ
住
吉
・

福
島
と
歩
い
て
城
東
高
校
へ
と
到
着

し
ま
し
た
。

（
天
野
）

Ｂ
コ
ー
ス
は
ま
ず
は
城
山
（
徳
島

城
は
平
山
城
）
西
二
の
丸
に
あ
る
三

角
点
に
向
か
う
。
こ
こ
ま
で
は
急
な

石
段
が
続
き
一
般
参
加
者
の
お
年
寄

り
に
は
相
当
き
つ
い
様
子
で
し
た
。

三
角
点
で
は
調
査
士
会
会
員
が
Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
持
込
み
熱
心
に
三
角
点
の
説
明

を
し
て
い
ま
し
た
。

城
山
を
降
り
た
後
は
徳
島
市
内
を

流
れ
る
助
任
川
、
吉
野
川
、
沖
洲
川

の
川
沿
い
を
歩
く
。
川
沿
い
は
北
西

の
強
い
季
節
風
が
ま
と
も
に
吹
き
付

け
参
加
者
は
帽
子
が
吹
き
飛
ば
さ
れ

な
い
様
に
頭
を
押
え
て
、
川
の
景
色

を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
む
と
ま
で
は
い

か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

十
一
時
五
分

沖
洲
川
東
側
の
徳

島
市
立
高
校
に
到
着
。
暖
か
い
湯
茶

の
接
待
に
よ
り
元
気
を
取
り
戻
し
た

ウ
ォ
ー
ク
隊
は
沖
洲
川
、
新
町
川
沿

い
に
歩
き
か
ち
ど
き
橋
を
通
過
し
て

伊
能
図
展
の
開
催
場
所
で
あ
る
城
東

高
校
に
無
事
到
着
。

（
杉
）

２

伊
能
図
展

場
所

城
東
高
校
体
育
館

午
前
十
時
に
開
場
。
地
元
地
方
紙

と
地
元
放
送
局
の
取
材
が
あ
り
、
そ

の
模
様
は
当
日
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
の
ニ
ュ
ー
ス
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

翌
日
の
新
聞
に
も
写
真
入
り
で
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
展
示
物
と
し
て
は
伊
能
大
・

中
・
小
図
や
写
真
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、

公
嘱
協
会
が
徳
島
地
方
法
務
局
の
依

頼
に
よ
り
業
務
に
当
た
っ
た
平
成
十

年
度
城
南
台
十
七
条
地
図
作
成
作
業

に
よ
る
成
果
の
写
し
を
局
か
ら
貸
与

を
受
け
て
展
示
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
距
離
当
て
ク

イ
ズ
を
実
施
し
た
り
、
ま
た
昨
年
小

松
島
和
田
島
地
区
で
見
つ
か
っ
た
伊

能
測
量
隊
の
徳
島
測
量
に
関
す
る
資

料
を
も
と
に
、
鷲
敷
町
古
文
書
研
究

会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
伊
能
忠
敬

沿
海
測
量
隊
と
阿
波
国
村
々
の
対

応
」
と
題
す
る
ミ
ニ
講
演
会
を
行
っ

た
と
こ
ろ
大
変
好
評
で
し
た
。

（
毛
利
）

二
月
二
十
八
日（
月
）晴

徳
島
市
役
所
か
ら
阿
南
市
役
所
へ

今
日
伊
能
ウ
ォ
ー
ク
一
行
は
、
徳

島
市
役
所
を
午
前
八
時
四
十
五
分
に

出
発
し
、
午
後
四
時
三
十
分
過
ぎ
に

阿
南
市
役
所
に
到
着
し
ま
し
た
。

ま
ず
県
庁
で
は
坂
本
副
知
事
の
歓

迎
ス
ピ
ー
チ
を
受
け
、
第
一
休
憩
所

の
論
田
小
学
校
ま
で
は
、
快
晴
、
微

風
の
好
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
快
適

に
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼
食

を
と
っ
た
小
松
島
市
役
所
で
は
、
伊

能
測
量
隊
を
接
待
し
た
記
録
が
展
示

し
て
あ
り
、
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

途
中
七
九
番
札
所
立
江
寺
の
参

拝
、
伊
能
忠
敬
が
宿
泊
し
た
と
さ
れ

る
信
行
寺
を
訪
ね
、
羽
ノ
浦
町
長
、

那
賀
川
町
長
の
激
励
も
受
け
、
予
定

通
り
阿
南
市
役
所
に
到
着
し
ま
し

た
。
野
村
市
長
が
「
伊
能
小
図
」
に

署
名
し
て
行
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

（
葛
原
）

二
月
二
十
九
日（
火
）晴

阿
南
市
役
所
か
ら
由
岐
町
役
場
へ

昨
夜
ポ
ツ
ポ
ツ
と
雨
が
降
っ
て
き

て
い
た
の
で
少
し
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
当
日
は
そ
れ
が
嘘
の
よ
う
に

晴
れ
渡
り
、
若
干
気
温
は
低
め
な
が

ら
も
絶
好
の
ウ
ォ
ー
ク
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

出
発
式
典
終
了
後
、
午
前
七
時
四

十
五
分
阿
南
市
役
所
前
を
ス
タ
ー

ト
。
国
道
五
五
号
線
を
一
路
南
へ
と

進
路
を
取
り
、
橘
町
緑
地
公
園
で
休

憩
の
後
は
福
井
町
か
ら
は
由
岐
町
方

面
へ
と
山
道
に
進
路
を
と
り
ま
す
。

伊
座
利
峠
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
太
平

洋
が
目
前
に
開
け
た
と
こ
ろ
で
は
ひ

と
と
き
の
感
激
で
し
た
。

最
終
休
憩
所
か
ら
到
着
地
点
で
あ

る
由
岐
町
役
場
へ
は
途
中
か
ら
地
元

遊
岐
中
学
校
の
生
徒
一
〇
〇
名
も
同

行
し
ま
し
た
。

役
場
到
着
後
の
式
典
中
、
同
町
町

長
が
伊
能
図
に
記
念
の
署
名
を
す
る

と
き
に
は
大
勢
の
生
徒
が
廻
り
を
取

り
囲
み
、
式
典
終
了
後
も
ウ
ォ
ー
ク

隊
の
方
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
る

姿
は
大
変
微
笑
ま
し
い
も
の
で
し

た
。

（
川
原
至
）

三
月
一
日（
水
）晴

由
岐
町
か
ら
牟
岐
町
へ

本
日
の
天
候
は
晴
。
朝
方
は
冷
え

込
ん
だ
が
、
絶
好
の
ウ
ォ
ー
ク
日
和

と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
本
隊
を
含
め
て
八
〇
名

程
度
、
由
岐
町
役
場
を
午
前
七
時
四

十
五
分
出
発
式
の
後
、
阿
南
海
岸
国

定
公
園
の
風
光
明
媚
な
海
岸
線
を
左

に
取
り
な
が
ら
日
和
佐
薬
王
寺
参
拝

の
後
、
南
阿
波
サ
ン
ラ
イ
ン
を
通
り

牟
岐
町
迄
三
四
キ
ロ
が
一
日
の
コ
ー

ス
で
し
た
。

（
原
）

三
月
二
日（
木
）晴

牟
岐
町
か
ら
甲
浦
駅
へ

本
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
牟
岐
町

で
の
出
発
式
の
後
、
鯖
瀬
の
鯖
大
師

か
ら
南
阿
波
ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
・
大

里
松
原
海
岸
・
海
南
町
・
海
部
町
・

宍
喰
町
経
由
高
知
県
東
洋
町
迄
の
二

七
キ
ロ
が
コ
ー
ス
で
す
。

今
日
も
県
南
部
の
長
い
海
岸
線

と
、
海
の
美
し
さ
、
明
る
さ
と
輝
き

が
実
感
で
き
る
絶
好
の
ウ
ォ
ー
ク
コ

ー
ス
で
す
。

午
後
三
時
東
洋
町
甲
浦
駅
で
引
継

ぎ
式
が
あ
り
谷
崎
徳
島
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
会
長
か
ら
中
平
高
知
県
会

長
へ
と
サ
ポ
ー
ト
旗
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

（
原
）

公正取引委員会の警告について
社団法人徳島県公共嘱託登記土地家屋調査士協会

理事長 川 原 睦 久

平素は、当協会に深いご理解とご活用いただき厚く御礼申し上げます。
さて、本年６月２８日公正取引委員会から当協会に対して独禁法第１９条｛不公

正な取引方法第１３項（拘束条件付取引）｝に抵触するおそれがあるとして行政指
導の一種である警告がなされテレビ、新聞等で報道されました。
本件は、昨年６月に徳島市が嘱託登記業務に入札制度を導入する目的で県下

全調査士に業者登録の募集をされたことについて当協会は一法人として業者登
録するため内部情報を知り得る立場にある社員にはインサイダー取引等を防止
すること及び協会とその構成員である社員個々が価値競争をするという自己矛
盾を避ける意味で「所属社員個々での登録はしないようにする」との文書を発
したところ、この部分が不当な圧力を加えて自由意思を制限しようとしたとし
て同条文に触れるおそれがあるとの指摘を受けたものであります。
ご存じのように、公嘱協会は昭和６０年法改正により官公署等からの嘱託登記

を適正迅速に処理することにより公共事業の速やかな安定を図ることを目的に
登記手続きの補完機関として設立が認められた公益法人であります。
また、公益法人が設立されたことにより、それまで官公署等が個々の調査士

や法人格のない団体に公共事業の予算を支出することの妥当性に疑問が出され
ていたことも解消され、全国のほとんどの官公署等が特命随意契約により業務
発注することが可能になりました。
徳島市につきましても設立当初から長年特命随意契約であったこと、また入

札制度が調査士業務の性質上非常に馴染み難いものであるため一部の社員に動
揺を与えたことも事実であり、協会内部の自治の問題と併せてこの点は深く反
省しなければなりません。
ただ、今般の公取委の調査においても入札方法を採用するか否かは発注者の

選択の問題であって独禁法と直接的に関連するものではないとの説明を受けて
おります。
私ども協会としましては、公取委から指摘されました部分については早急に

善後策を講じ、今後は発注官公署の皆様にはご心配をかけないようにし、業務
処理に支障のなきよう社員一同信頼回復に努める所存です。
今般の報道等により各発注官公署にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫

び申し上げますとともに、どうか立法の趣旨を再度ご理解の上、今後も引き続
き公嘱協会のご活用をいただけますよう心よりお願いいたします。

地
方
分
権
一
括
法
が
平
成
十
二
年

四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
行
に
よ
り
法
定
外
公
共
物
に

係
る
国
有
財
産
が
市
町
村
に
譲
与
さ

れ
、
機
能
管
理
、
財
産
管
理
と
も
自

治
事
務
と
さ
れ
ま
す
。

◎

左
記
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
図
�イ

は
、
本
年
三
月
、
大
蔵
省
及
び
建
設

省
が
著
し
た
「
法
定
外
公
共
物
に
係

る
国
有
財
産
の
譲
与
手
続
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
あ
る
も
の
で

す
。
こ
の
う
ち
譲�

与�

財�

産�

の�

特�

定�

に

は
、
相
当
膨
大
な
作
業
量
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

土
地
を
特
定
す
る
作
業
は
、
土
地

家
屋
調
査
士
が
専
門
職
と
す
る
業
務

で
す
。
私
共
は
今
こ
そ
、
長
年
培
っ

て
き
た
知
識
と
能
力
を
提
供
し
、
迅

速
な
手
続
き
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。◎

さ
て
、
譲
与
申
請
で
は
、
譲
与
を

受
け
る
「
国
有
財
産
の
特
定
図
面
」

と
そ
の
「
一
覧
表
」
の
添
付
を
求
め

て
い
ま
す
。

作
業
と
し
て
は
、
無
地
番
の
長
狭

物
等
（
法
定
公
共
物
、
法
定
外
公
共

物
と
思
わ
れ
る
も
の
）
の
全
て
を
抽

出
し
、
又
、
有
地
番
の
も
の
（
内
務

省
名
義
等
）
と
合
わ
せ
た
国
有
財
産

か
ら
、
譲
与
対
象
外
の
も
の
を
消
去

法
で
除
い
て
い
き
、
譲
与
財
産
を
絞

り
込
む
便
法
を
と
り
ま
す
。
こ
れ
が

図
�ロ
で
す
。

◎

ま
ず
資
料
収
集
か
ら
着
手
し
ま

す
。
資
料
と
は
、
図
面
と
簿
冊
で

す
。
図
面
と
し
て
は
、
旧
地
籍
図
、

明
細
図
市
町
村
備
付
図
、
法
務
局
台

帳
付
属
地
図
、
法
十
七
条
地
図
（
旧

公
図
と
の
照
合
）、
都
市
計
画
図

等
々
の
各
種
図
面
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
有
地
番
等
の
調
査

で
は
、
課
税
台
帳
、
旧
土
地
台
帳
等

の
調
査
に
よ
り
建
設
省
（
内
務
省
）

名
義
の
抽
出
作
業
も
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
調
査
業
務
は
、
正
に
、

土
地
家
屋
調
査
士
が
日
常
、
取
組
ん

で
い
る
「
資
料
調
査
」
に
外
な
り
ま

せ
ん
。

資
料
調
査
に
よ
り
、
作
業
図
面
と

作
業
一
覧
表
を
作
成
す
る
と
、
次
に

こ
れ
ら
の
資
料
を
照
合
し
な
が
ら
、

現
況
と
確
認
す
る
と
い
う
外
業
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
有
財
産
の
機

能
の
有
無
が
、
譲
与
対
象
の
財
産
の

適
否
に
結
び
つ
く
か
ら
で
す
。
こ
の

作
業
は
、
又
、
土
地
家
屋
調
査
士
の

踏
査
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
場
で
あ

り
、
実
地
現
況
主
義
の
表
示
登
記
で

鍛
え
た
土
地
家
屋
調
査
士
の
目�

が
必

要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
譲
与
財
産

の
用
途
廃
止
及
び
引
継
ぎ
ま
で
し
か

述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
表
示
、

保
存
登
記
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全

く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
不

動
産
登
記
法
第
八
十
条
第
一
項
及
び

第
三
項
で
は
、
一
か
月
以
内
の
申
請

義
務
を
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
同
法

附
則
第
五
条
第
一
項
で
は
、
経
過
措

置
と
し
て
、
市
町
村
等
の
場
合
「
…

…
当
分
の
間
は
適
用
し
な
い
。」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま

で
も
経
過
措
置
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
将
来
に
お
い
て
、
自
発
的
、
又

は
法
的
強
制
に
よ

り
、
表
示
登
記
の

申
請
と
い
う
自
体

が
生
じ
な
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
を
予
め
考

慮
に
入
れ
て
、
特

定
作
業
に
取
組
む

必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

◎

こ
の
よ
う
に
み

て
く
る
と
、
譲
与

財
産
の
特
定
作
業

に
、
土
地
家
屋
調

査
士
の
能
力
を
活

用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
専
門
職
と

し
て
の
知
識
、
技

能
、
情
報
力
で
、

作
業
が
ス
ム
ー
ズ

に
効
率
よ
く
、
正

確
に
流
れ
、
き
っ

と
関
係
機
関
の
事

業
に
貢
献
で
き
る

も
の
と
自
負
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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平成１２年８月１０日 （２）公嘱調査士協会広報紙KUI（３） 第４号

徳島県内の伊能ウォーク 日程・コース

出発地―�―休憩地―�―到着地・全行程

香川県より引継式・香川県境（キッサ・ウズ珈）―４―
北灘西小学校―５―北灘中学校―１―北灘東小学校
（昼食）―６―明神小学校―６―鳴門市役所・約２２�

鳴門市役所―６―松茂町役場―４―北島町役場（昼食）
―４―阿波十郎兵衛屋敷―７―徳島市役所・約２２�

伊能大図展準備

ワン・デイ・ウォークおよび伊能大図展覧

徳島市役所―１―徳島県庁―５―論田小学校―５―小
松島市役所（昼食）―６―立江寺―２―羽ノ浦町役場―
２―信行寺―１―那賀川町役場―５―阿南市役所・２７�

阿南市役所―８―橘町中浦緑地―８―橘町 JA・GS
（昼食）―４―伊座利峠―５―お水大師―９―潮吹休
憩所―３―由岐町役場・約３７�

由岐町役場―１１―えびす浜キャンプ村―２．５―大浜
海岸・うみがめ博物館―０．５―日和佐町役場―１―日
和佐公民館（昼食）―４．５―第１展望台―５―第３展
望台―４―第４展望台―６―牟岐町役場・約３４�

牟岐町役場―５―鯖大師―７―南阿波ピクニック公
園―２―大里海岸・八幡神社―２―海南町役場（昼
食）―１―海部町役場―６―宍喰町役場―４―高知
県境 甲浦駅にて高知県への引継式・約２７�

出発時刻
到着時刻

９：３０
１５：３０

８：４５
１４：４５

休養日

徳島県大会

８：４５
１６：４５

７：４５
１６：３０

７：４５
１６：４０

７：４５
１５：１５

２０００年
月日（曜）

２月２４日�

２月２５日�

２月２６日�

２月２７日�

２月２８日�

２月２９日	

３月１日


３月２日�

市 町 村

▽

市町村内部の調整

作業計画案の作成

作業計画策定

↓

資 料 収 集

� 資料の複写、確認

↓

� 無地番の長挟物等の抽出

↓

 建設省等の所有地の抽出

↓

� 作業用一覧表の作成

↓

� 位置確認図の作成

↓

� 法定公共物の確認

↓

� 機能の確認

↓

� 申請図書作成

申 請

市 町 村

▽

申 請

譲与財産の管理

→

←

→

都 道 府 県

▽

各市町村の現状調査

↓

都道府県内部の調整

↓

実施計画案の作成

↓

関係機関説明・調整

↓

実施計画策定

譲与申請受付

都 道 府 県

▽

譲与申請受付

↓

用 途 廃 止

↓

資料の引継ぎ

進渉状況の通知

国

▽

国

▽

↓

機能喪失
財産の管理

２月２７日 城山三角点の説明
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２月２４日 喫茶ウズ珈から鳴門市役所へ

２月２７日 徳島県大会

２月２９日 阿南市役所から由岐町役場へ

地方分権一括法の施行＝国有財産の譲与手続
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高速自動車国道、一般
国道、法河川、他省庁
所管の里道・水路等

図�ロ

（ 譲 与 対 象 外 ）

国の庁舎等の敷地内
にある里道・水路

管理者との連絡調整

機能無し

財務事務所等と市町村の間で譲与契約締結（都道府県、土木事務所等経由）

無地番の長狭物等・建設省等の所有地

↓

↓

譲 与 対 象

機 能 の 確 認

法定公共物の確認

機能有り

←

←

→

引 継 ぎ

標準フロー

図�イ

市町村道、
市町村管理の下水道

道路法・下水道法による譲与

特定作業の流れ（例）

←

１ 計画策定

（基本事項編参照）

２ 特定作業

３ 用途廃止・

引継ぎ

都道府県道、
都道府県管理の下水道

（道路法・下水道法による譲与）
［都道府県］



機関
誌転載
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広
報
部
長
の
深
谷
先
生
か
ら
岐
調

会
報
に
寄
稿
を
と
言
う
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。
肩
の
凝
ら
な
い
物
で
、
な

お
か
つ
業
務
に
役
立
つ
も
の
を
と
の

ご
要
望
で
す
が
、
あ
ま
り
大
し
た
も

の
も
書
け
な
い
の
で
「
秋
保
の
独
り

言
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１

は
じ
め
に

「
こ
こ
が
境
界
と
い
う
こ
と
で
い
い

で
す
ね
。」

「
い
い
か
、
こ
っ
ち
か
ら
三
尺
西
行

っ
た
と
こ
ろ
だ
。」

「
で
も
こ
れ
は
土
地
改
良
の
時
に
打

っ
た
杭
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
も
そ
の

時
に
立
ち
会
わ
れ
た
は
ず
で
す

よ
。」

「
ん
に
ゃ
立
ち
会
う
と
り
ゃ
せ
ん
。

こ
ん
な
杭
は
知
ら
ん
。」

「
西
へ
三
尺
っ
て
い
う
の
は
根
拠
は

何
で
す
か
。」

「
根
拠
も
へ
ち
ま
も
な
い
。
ず
う
っ

と
昔
か
ら
そ
う
な
っ
と
る
。
と
に
か

く
わ
し
は
、
ぜ
え
っ
た
い
に
ハ
ン
コ

押
さ
ん
で
。」

「
…
…
」

例
え
ば
こ
ん
な
ふ
う
に
ど
ん
な
に

理
を
尽
く
し
て
話
し
て
も
ハ
ン
コ
を

押
し
て
く
れ
な
い
困
っ
た
人
達
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
こ
う
い
う
人
達
を
説

得
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
、
ま
た
ど
う
し
て
も
説

得
で
き
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い

い
で
し
よ
う
か
。

２

ど
う
や
っ
て
説
得
す
る
か

Ｄ
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
「
人
を
動
か

す
」
と
い
う
本
で
は
人
を
説
得
す
る

十
二
の
原
則
を
上
げ
て
い
ま
す
。
�

議
論
を
さ
け
る
、
�
誤
り
を
指
摘
し

な
い
、
�
誤
り
を
認
め
る
、
�
穏
や

か
に
話
す
、
�
「
イ
エ
ス
」
と
答
え

ら
れ
る
問
題
を
選
ぶ
、
�
し
ゃ
べ
ら

せ
る
、
等
々
。

こ
の
う
ち
「
議
論
を
さ
け
る
」
と

か
「
誤
り
を
指
摘
し
な
い
」「
誤
り

を
認
め
る
」
と
い
う
の
は
一
見
逆
説

的
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
白
か
黒

か
の
判
決
を
も
ら
う
場
合
は
と
も
か

く
、
和
解
的
な
交
渉
を
す
る
場
合
を

考
え
る
と
首
肯
す
べ
き
点
も
あ
り
ま

す
。
特
に
境
界
問
題
は
遺
産
分
割
や

離
婚
と
な
ら
ん
で
感
情
的
に
な
り
易

く
、
泥
沼
化
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う

で
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
理
屈
の
問

題
で
は
な
い
の
で
相
手
の
誤
り
を
徹

底
的
に
指
摘
し
て
論
争
に
う
ち
勝
っ

て
も
反
発
心
を
あ
お
る
だ
け
で
意
見

は
変
え
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る
わ
け

で
す
。
あ
る
い
は
そ
の
場
は
言
い
負

か
さ
れ
て
確
認
書
に
ハ
ン
コ
を
押
し

た
と
し
て
も
、
心
底
、
納
得
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
後
に
な
っ
て

「
や
っ
ぱ
り
納
得
で
き
ん
で
取
り
消

す
。」
と
言
っ
て
き
た
り
す
る
の
で

す
。も

ち
ろ
ん
こ
ち
ら
の
根
拠
を
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
懇
切
丁
寧
に
説
明

を
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て

反
論
が
あ
っ
た
と
き
に
「
そ
れ
は
あ

な
た
が
間
違
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

…
…
」
と
い
う
よ
う
に
相
手
を
へ
こ

ま
す
た
め
の
論
争
を
し
な
い
方
が
よ

い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
し
か

も
相
手
と
話
す
場
合
は
、
あ
く
ま
で

も
「
穏
や
か
に
話
す
」
の
で
あ
っ

て
、
つ
い
頭
に
来
て
、
「
あ
ん
た
も

分
か
ら
ん
人
だ
な
」
な
ど
と
大
声
を

出
す
と
調
査
士
会
に
ク
レ
ー
ム
が
来

た
り
、「
品
位
の
保
持
義
務
に
反
す

る
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

か
と
い
っ
て
、
あ
ま
り
ソ
フ
ト
に

や
っ
て
い
て
も
相
手
に
押
し
切
ら
れ

る
だ
け
の
結
果
に
な
る
の
で
、
そ
れ

な
り
に
作
戦
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
は
「
ま
ず
相
手
に
何
度

も
イ
エ
ス
と
い
わ
せ
て
お
く
。
す
る

と
相
手
の
心
理
は
肯
定
的
な
方
向
へ

動
き
始
め
る
。」
と
述
べ
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
、
当
事
者
が
認
め
て
い
る

境
界
点
や
事
実
関
係
か
ら
順
に
「
こ

れ
は
い
い
で
す
ね
。」「
こ
れ
も
い

い
で
す
ね
。」
と
い
う
よ
う
に
確
認

し
て
ゆ
き
、
相
手
に
何
度
も
う
な
ず

か
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
「
相
手
に
し
ゃ
べ
ら
せ

る
」
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
紛
争
解
決
学
（
こ
う
い
う
学
問

が
あ
る
ら
し
い
。）
の
廣
田
尚
久
弁

護
士
が
弁
護
士
研
修
の
講
義
で
「
相

手
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
必
要

だ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
草

野
芳
郎
判
事
も
「
和
解
技
術
論
」
と

い
う
本
の
中
で
同
様
の
こ
と
を
述
べ

て
お
ら
れ
ま
す
。
相
手
が
理
不
尽
な

こ
と
を
言
っ
て
も
途
中
で
口
を
は
さ

ま
ず
に
じ
っ
と
我
慢
し
て
よ
く
話
を

聞
き
、
こ
ち
ら
か
ら
質
問
を
投
げ
か

け
て
相
手
が
本
当
に
求
め
て
い
る
も

の
が
何
な
の
か
そ
の
背
景
に
な
っ
て

い
る
利
害
や
感
情
を
探
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
交
渉
学
研
究
所
の
研
究

成
果
を
ま
と
め
た
「
ハ
ー
バ
ー
ド
流

交
渉
術
」
の
中
で
は
、
従
来
の
駆
け

引
き
型
交
渉
（
結
局
、
両
者
の
主
張

の
真
ん
中
辺
で
解
決
す
る
こ
と
に
な

る
が
双
方
が
満
足
し
な
い
。）
で
は

な
く
、
原
則
立
脚
型
交
渉
（
客
観
的

基
準
を
強
調
し
、
複
数
選
択
肢
を
考

え
出
し
、
利
害
に
焦
点
を
合
わ
せ
、

双
方
に
有
利
な
結
論
を
導
き
出

す
。）
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

例
と
し
て
姉
妹
が
一
個
の
オ
レ
ン
ジ

を
欲
し
い
と
言
っ
て
譲
ら
な
か
っ
た

の
で
や
む
な
く
半
分
に
切
っ
て
分
け

た
が
、
実
は
姉
は
中
身
を
食
べ
て
皮

を
捨
て
、
妹
は
ケ
ー
キ
を
作
る
た
め

に
中
身
を
捨
て
て
皮
だ
け
使
っ
た
と

い
う
話
を
上
げ
、
お
互
い
に
真
に
求

め
て
い
る
利
害
は
何
か
と
い
う
こ
と

に
焦
点
を
合
わ
せ
、
双
方
に
有
利
な

選
択
肢
を
考
え
出
す
よ
う
に
努
力
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
前
述

し
た
廣
田
弁
護
士
も
「
当
事
者
の
利

害
を
よ
く
知
っ
て
頭
に
入
れ
て
こ
れ

を
数
量
化
す
る
こ
と
」
を
提
唱
さ
れ

て
お
り
、
草
野
判
事
も
「
真
の
紛
争

原
因
を
探
り
、
そ
の
解
決
を
目
指
す

こ
と
」
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
相
手
が
ハ
ン
コ
を
押
さ
な

い
真
の
理
由
が
庇
を
切
り
た
く
な
い

と
い
う
こ
と
に
根
ざ
し
て
い
る
場
合

に
双
方
の
主
張
す
る
線
の
真
ん
中
を

境
界
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
双
方

に
不
満
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合
は
「
今
の
建
物
が
建

っ
て
い
る
間
は
庇
を
切
ら
な
く
て
も

い
い
で
す
か
ら
境
界
を
認
め
て
く
だ

さ
い
。」
と
い
う
解
決
も
あ
り
得
る

で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
紛
争
対
象
地

に
つ
い
て
所
有
権
ま
で
主
張
す
る
つ

も
り
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
通
行
は
し

た
い
と
い
う
の
が
本
音
の
場
合
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
場

合
も
境
界
自
体
は
確
認
し
て
も
ら
っ

た
上
で
通
行
権
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
あ
る
い
は
た
だ
単
に
事
前
の
挨

拶
が
な
か
っ
た
の
で
不
快
だ
と
い
う

だ
け
の
時
も
あ
り
ま
す
の
で
（
実
際

に
そ
う
い
う
例
が
あ
っ
た
。）
菓
子

折
も
っ
て
改
め
て
挨
拶
に
行
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
解
決
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

３

説
得
に
失
敗
し
た
ら

こ
う
し
た
交
渉
技
術
を
駆
使
し
て

も
ど
う
し
て
も
相
手
が
強
硬
な
主
張

を
し
て
譲
ら
な
い
場
合
、
あ
る
い
は

そ
も
そ
も
話
し
合
い
自
体
に
全
く
応

じ
な
い
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
。

「
ハ
ー
バ
ー
ド
流
交
渉
術
」
で
は
、

「
利
害
、
選
択
肢
お
よ
び
客
観
的
基

準
に
議
論
の
焦
点
を
置
く
こ
と
に
熟

練
し
た
第
三
者
の
介
入
を
考
慮
し
よ

う
」
と
あ
り
ま
す
。
昨
今
、
地
元
の

長
老
だ
と
か
区
長
さ
ん
ら
の
力
も
落

ち
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
説
得
に
失

敗
し
た
場
合
は
、
「
第
三
者
」
と
し

て
調
停
委
員
（
土
地
家
屋
調
査
士
の

資
格
の
あ
る
人
が
入
る
こ
と
が
多

い
。）
の
介
入
を
求
め
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
調
停
は
確
か
に
時
間

も
か
か
る
し
、
不
調
で
終
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
う
ま
く
行
け
ば
、

裁
判
所
に
お
願
い
し
て
現
地
調
停
を

実
施
し
（
そ
れ
ま
で
に
官
民
境
界
確

認
を
終
わ
ら
せ
て
お
く
。）
裁
判

所
、
調
停
委
員
、
書
記
官
、
当
事

者
、
土
地
家
屋
調
査
士
の
立
ち
会
い

の
下
に
境
界
（
調
停
条
項
上
は
所
有

権
の
及
ぶ
範
囲
）
を
確
認
し
、

調
停
調
書
末
尾
に
土
地
家
屋
調

査
士
作
製
の
図
面
を
添
付
し
て

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
全
く
立
会

の
場
に
出
て
こ
よ
う
と
し
な
い

場
合
は
、
話
し
合
い
の
し
よ
う

が
な
く
、
説
得
術
も
何
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
場
合
も

調
停
を
申
し
当
て
て
裁
判
所
か

ら
呼
出
状
が
届
く
と
あ
っ
さ
り

出
頭
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
出
て
き
て
く
れ
さ
え
す
れ

ば
、
何
と
か
な
る
も
の
で
す
。

相
手
が
所
在
不
明
の
場
合
は
調

停
が
で
き
な
い
の
で
境
界
確
定

訴
訟
し
か
仕
方
が
な
い
で
し
ょ

う
。調

停
や
訴
訟
に
つ
い
て
は
ま

だ
ま
だ
独
り
言
を
言
い
た
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
既
に
紙
数

を
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た
の
で
ま

た
の
機
会
に
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

（
岐
調
会
報
�
５４
よ
り
）

編
集
後
記

新
し
い
世
紀
を
迎
え
る
二
〇
〇
一

年
元
旦
ま
で
行
な
わ
れ
る
壮
大
な
イ

ベ
ン
ト
「
伊
能
ウ
ォ
ー
ク
」。
伊
能

忠
敬
が
測
量
し
た
行
程
を
た
ど
る
ウ

ォ
ー
ク
隊
の
サ
ポ
ー
ト
と
、
伊
能
大

図
展
示
に
土
地
家
屋
調
査
士
が
協
力

し
ま
し
た
。
伊
能
大
図
展
は
、
土
地

家
屋
調
査
士
が
展
示
・
運
営
・
運
搬

・
保
管
の
一
切
を
伊
能
忠
敬
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
務
局
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
伊
能
ウ
ォ
ー
ク
隊
と
共

に
、
平
成
十
一
年
三
月
に
東
北
、
北

海
道
に
は
じ
ま
り
今
年
二
月
、
徳
島

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
寒
い
中
で
し

た
が
、
圓
藤
寿
穂
県
知
事
に
も
一
時

参
加
い
た
だ
き
大
変
盛
況
で
し
た
。

地
図
に
係
わ
る
業
務
を
し
て
い
る
私

共
に
と
り
、
伊
能
大
図
展
に
協
力
で

き
、
こ
れ
を
間
近
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
▽
国
有
財
産
の
譲

与
申
請
に
つ
い
て
は
、
当
協
会

と
し
て
見
積
り
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
準
備
が
で
き
て
お
り
ま

す
。
▽
交
渉
術
な
る
ハ
ウ
ツ
ー

も
の
の
本
も
あ
り
ま
す
が
、
共

通
す
る
体
験
に
も
と
づ
い
た
一

文
に
共
感
し
ま
し
た
の
で
機
関

誌
転
載
に
掲
げ
ま
し
た
。
頭
の

隅
に
留
め
て
お
く
と
役
立
つ
時

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▽

「
事
務
所
で
立
会
」「
Ｑ
＆

Ａ
」
は
紙
数
の
関
係
で
休
み
ま

し
た
。

（
Ｅ
＆
Ｙ
）

立
会
い
確
認
に
応
じ
な
い
人
達
に
つ
い
て

岐
阜
会
顧
問
弁
護
士

秋
保

賢
一

�
三
本
松
宿
舎
用
地
登
記
業
務

（
運
輸
省
四
国
運
輸
局
）

�
町
道
三
島
一
八
二
号
線
改
良
工
事

（
穴
吹
町
同
和
対
策
課
）

�
脇
町
清
水
簡
易
水
道
拡
張
工
事

（
脇
町
水
道
課
）

�
上
板
町
馬
道
（
寺
ノ
西
）
農
道
改

良
工
事
（
上
板
町
同
和
対
策
課
）

�
塩
水
線
道
路
舗
装
事
業

（
神
山
町
建
設
課
）

�
村
道
東
山
線
災
害
復
旧
事
業

（
佐
那
河
内
村
建
設
課
）

�
金
磯
ま
ち
づ
く
り
二
号
線
主
要
区

画
道
路
工
事

（
小
松
島
市
都
市
計
画
課
）

�
市
道
大
代
・
的
場
線
ほ
か
登
記
業

務
（
鳴
門
市
高
速
道
路
対
策
課
）

�
な
る
と
ソ
フ
ト
ミ
ッ
ク
ス
パ
ー
ク

登
記
業
務

（
鳴
門
市
土
地
開
発
公
社
）

�
原
平
町
道
新
設
工
事

（
羽
ノ
浦
町
建
設
課
）

�
市
道
中
林
堤
ノ
内
線
、
野
神
住
吉

線
登
記
業
務
（
阿
南
市
土
木
部
）

�
浅
川
熟
田
線
林
道
開
設
事
業

（
海
南
町
建
設
課
）

�
市
宇
谷
工
事
用
代
替
地
整
備
事
業

（
牟
岐
町
建
設
課
）

�
基
盤
整
備
促
進
事
業

（
宍
喰
町
建
設
課
）

�
鳴
門
池
田
線
交
通
安
全
対
策
工
事

（
川
島
土
木
事
務
所
）

�
広
域
吉
野
川
中
部
二
期
工
事

（
脇
町
農
林
事
務
所
）

�
県
道
（
木
屋
平
村
）
道
路
局
部
改

良
工
事

（
脇
町
土
木
事
務
所
）

�
南
部
運
動
公
園
事
業

（
阿
南
土
木
事
務
所
）

�
徳
島
上
那
賀
線
緊
急
地
方
道
路
整

備
工
事

（
徳
島
土
木
事
務
所
）

�
広
域
農
道
徳
島
東
部
六
工
区
事
業

（
徳
島
農
林
事
務
所
）

�
那
賀
川
町
大
字
豊
香
野
一
般
分
譲

住
宅

（
県
住
宅
供
給
公
社
）

�
東
吉
野
町
北
沖
洲
線
街
路
工
事

（
県
都
市
道
路
整
備
局
）

�
港
湾
海
岸
施
設
維
持
補
修
工
事

（
県
小
松
島
港
開
発
事
務
所
）

お
も
な

受
託
実
績

社団法人 徳島県公共嘱託登記土地家屋調査士協会支所長
支所名 支所長 事 務 所 電話番号

徳 島 助田武博 ７７０‐０８２３ 徳島市出来島本町１－１０－１ ０８８‐６２５‐１１１７
鳴 門 新谷武幸 ７７１‐０２０３ 板野郡北島町中村字御供田５－３ ０８８‐６９８‐８３６６
小松島 溝口朝雄 ７７３‐０００９ 小松島市芝生町字西居屋敷３３－６ ０８８５３‐３‐２１８０
阿 南 清水 等 ７７９‐１４０２ 阿南市桑野町山路１１８－１ ０８８４‐２６‐０９３２
海 部 樽見雅文 ７７５‐０３０３ 海部郡海部町高園字小林４４－１ ０８８４‐７３‐１７４５
美 馬 吉本 操 ７７１‐２１０５ 美馬郡美馬町字銀杏木７７ ０８８３‐６３‐４９８０
三 好 小木曽潔 ７７８‐０００５ 三好郡池田町字シマ７９０－１ ０８８３‐７２‐４６２２
川 島 井上吉幸 ７７９‐３３０１ 麻植郡川島町川島４７１－２ ０８８３‐２５‐４６４７

平成１２年８月１０日 （４）公嘱調査士協会広報紙KUI第４号

業務のご相談は各支所長まで

東吉野町北沖洲線街路工事


